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枝
幸
町
国
営
農
地
再
編
整
備
事
業
促
進
期
成
会
設
立
総

会
を
1
月
29
日
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
会
議
室
に
お
い
て
開
催
し
た
。

当
日
は
19
人
が
出
席
し
、
期
成
会
は
Ｊ
Ａ
、
町
、
農
業

委
員
会
、
中
山
間
枝
幸
集
落
の
４
者
で
構
成
さ
れ
会
長
に

当
組
合
向
井
地
組
合
長
が
選
任
さ
れ
た
。

こ
の
期
成
会
は
、
当
町
の
農
業
に
つ
い
て
社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
に
よ
り
厳
し
い
情
勢
と
な
っ
て
い
る
中
で
各
農

業
者
の
努
力
に
よ
り
農
地
の
保
全
が
図
ら
れ
、
地
域
全
体

の
生
乳
生
産
量
の
維
持
、
拡
大
に
努
め
て
は
お
り
ま
す
が
、

良
質
な
粗
飼
料
の
確
保
、
農
地
の
大
区
画
化
に
よ
る
農
作

業
の
効
率
化
を
図
り
生
産
基
盤
の
整
備
に
よ
る
営
農
の
合

理
化
と
生
産
性
向
上
を
図
る
た
め
国
営
農
地
再
編
整
備
事

業
を
推
進
し
当
該
事
業
の
早
期
の
実
施
及
び
円
滑
な
事
業

推
進
に
寄
与
す
る
べ
く
設
立
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
の
調
査
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
令
和
11
年
度
ま
で

「
概
略
調
査
（
地
下
水
位
・
土
壌
・
圃
場
の
現
況
把
握
な

ど
）
」
を
経
て
事
業
計
画
の
立
案
と
な
る
「
地
区
調
査
」

と
な
り
、
事
業
実
施
は
、
令
和
15
・
16
年
度
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
予
算
措
置
な
ど
で
期
間
の
変
更
と
な
る
場
合
は

あ
り
ま
す
。

農
地
の
再
編
促
進
へ

期
成
会
が
設
立
総
会

第
16
期
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
枝
幸

定
時
株
主
総
会

（
株
）
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
枝
幸
定
時
株
主
総
会
を
４
月

17
日
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
会
議
室
に
お
い
て
開
催
し
た
。

本
総
会
は
、
株
主
11
名
に
対
し
本
人
及
び
代
理
人
出
席

８
名
書
面
３
名
の
出
席
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

始
め
に
事
業
報
告
と
監
査
報
告
が
行
わ
れ
、
続
い
て
議

案
審
議
が
行
わ
れ
、
第
１
号
、
第
16
期
（
令
和
７
年
度
）

計
算
書
類
に
つ
い
て
、
第
２
号
、
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い

て
、
第
３
号
、
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
の
年
額
報
酬
に
つ

い
て
は
全
て
異
議
な
し
で
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

向
井
地
代
表
取
締
役
は
、
挨
拶
の
中
で
生
乳
生
産
部
門

は
綱
渡
り
状
態
で
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
高
騰
し
非
常
に
厳

し
い
情
勢
が
続
い
て
い
る
が
担
当
職
員
は
必
死
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。
ま
だ
配
当
も
出
来
な
い
状
況
で
す
が
１
年
で

も
早
く
正
常
化
に
向
け
た
経
営
を
目
指
し
て
行
き
た
い
と

述
べ
た
。





Ｊ
Ａ
宗
谷
南
女
性
部
で
は
、
3
月
16
日
振
興
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
第
17
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
来
賓
に
向
井
地
組
合
長
、
武
部
代
議
士
秘
書
、

よ
つ
葉
清
水
課
長
を
お
招
き
し
、
組
合
長
よ
り
「
乳
価
が

上
が
っ
て
来
て
い
る
今
こ
そ
家
族
一
同
生
乳
生
産
に
取
組

み
安
定
経
営
を
目
指
し
て
ほ
し
い
」
と
、
激
励
の
あ
い
さ

つ
後
、
議
案
審
議
が
行
わ
れ
た
。

令
和
７
年
度
事
業
報
告
や
令
和
８
年
度
事
業
計
画
な
ど

３
議
案
が
審
議
さ
れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
事
業
報
告

で
は
「
す
ず
ら
ん
」
と
「
す
み
れ
」
と
年
代
別
グ
ル
ー
プ

制
を
立
ち
上
げ
、
心
配
事
、
悩
み
ご
と
な
ど
ざ
っ
く
ば
ら

ん
に
語
り
合
え
る
グ
ル
ー
プ
活
動
を
主
眼
に
環
境
整
備
の

一
環
の
花
壇
整
備
は
グ
ル
ー
プ
分
け
隔
て
な
く
取
り
組
む

こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
報
告
し
た
。
事
業
計
画
で
は
、

「
女
性
部
は
明
る
く
、
ど
ん
な
状
況
に
も
屈
せ
ず
活
動
し

よ
う
」
を
基
本
方
針
と
し
、
部
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
る

目
的
で
２
泊
３
日
の
日
程
で
道
外
視
察
研
修
を
実
施
す
る

計
画
を
し
た
。

Ｊ
Ａ
宗
谷
南
青
年
部
通
常
総
会

Ｊ
Ａ
宗
谷
南
女
性
部
通
常
総
会

Ｊ
Ａ
宗
谷
南
青
年
部
で
は
、
3
月
18
日
振
興
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
第
17
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
、
来
賓
に
向
井
地
組
合
長
を
お
招
き
し
、
組
合

長
よ
り
「
ひ
と
昔
と
言
わ
れ
る
期
間
は
短
く
な
っ
て
来
て

い
る
が
常
に
先
々
を
読
ん
だ
経
営
感
覚
を
養
っ
て
ほ
し

い
」
と
、
激
励
の
あ
い
さ
つ
後
、
議
案
審
議
が
行
わ
れ
た
。

令
和
７
年
度
事
業
報
告
や
令
和
８
年
度
事
業
計
画
な
ど

４
議
案
が
審
議
さ
れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
事
業
報
告

で
は
食
育
活
動
の
一
環
で
女
性
部
と
の
コ
ラ
ボ
企
画
「
枝

幸
町
デ
イ
リ
ー
フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
幼
稚
園
児
を
対
象
に

子
牛
の
哺
育
体
験
、
牧
草
ロ
ー
ル
へ
の
ラ
ッ
プ
ア
ー
ト
、

子
牛
の
ベ
ビ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
酪
農
を
よ
り
身
近
に

接
し
て
も
ら
お
う
と
、
初
の
開
催
に
こ
ぎ
着
け
る
事
が
出

来
た
と
報
告
。
事
業
計
画
で
も
初
企
画
で
、
過
去
３
か
年

の
最
高
乳
量
を
ベ
ー
ス
と
し
た
生
乳
生
産
増
産
率
レ
ー
ス

を
行
う
こ
と
を
計
画
に
取
り
入
れ
、
生
乳
生
産
を
強
調
す

る
計
画
と
し
た
。
「
力
強
い
農
業
」
「
豊
か
な
魅
力
あ
る

地
域
社
会
」
の
実
現
に
向
け
「
食
育
」
へ
の
取
組
み
強
化

を
基
本
方
針
と
し
た
。



Ｊ
Ａ
宗
谷
南
で
は
「
第
１
回
農
業
地
域
協

議
会
会
長
会
議
」
が
４
月
９
日
に
本
所
会
議

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

９
協
議
会
の
会
長
が
出
席
さ
れ
、
令
和
８

年
度
の
各
行
事
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
し

た
。
組
合
員
懇
談
会
を
５
月
１
日
、
そ
の
後

の
通
常
総
会
は
５
月
21
日
、
例
年
実
施
の
組

合
員
親
睦
交
流
会
を
7
月
下
旬
、
枝
幸
町
就

農
者
誘
致
促
進
セ
ミ
ナ
ー
は
、
8
月
21
日
に

企
画
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
、
協
議
会
会

長
視
察
研
修
に
つ
い
て
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

行
け
る
人
数
に
よ
っ
て
検
討
す
る
と
し
ま
し

た
。最

後
に
助
成
金
の
申
請
書
と
各
協
議
会
の

総
会
資
料
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

質
疑
応
答
に
つ
い
て
は
、
協
議
会
ご
と
に

負
担
金
の
増
額
は
可
能
か
と
の
意
見
が
出
ま

し
た
が
各
協
議
会
に
一
任
す
る
事
と
す
る
が
、

助
成
金
を
受
け
る
事
で
毎
年
多
く
の
金
額
が

残
る
よ
う
な
こ
と
に
は
し
な
い
で
ほ
し
い
と

回
答
し
、
会
長
会
議
を
終
了
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
宗
谷
南
で
は
「
枝
幸
町
広
域
協
定
運

営
会
議
」
が
４
月
９
日
に
本
所
会
議
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

９
協
議
会
の
会
長
と
監
事
の
青
年
部
・
女

性
部
の
部
長
が
出
席
さ
れ
、
令
和
７
年
度
の

事
業
報
告
、
収
支
報
告
が
説
明
さ
れ
そ
れ
ぞ

れ
承
認
さ
れ
た
。
続
い
て
８
年
度
事
業
計
画

案
、
収
支
予
算
案
に
つ
い
て
協
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
当
初
申
請
の
面
積
に
対
し
現
面

積
が
少
な
い
こ
と
か
ら
８
年
度
に
交
付
金
の

返
還
と
な
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

承
認
さ
れ
た
。

そ
の
他
で
は
各
協
議
会
に
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

２
台
を
導
入
す
る
事
が
承
認
さ
れ
た
。

最
後
に
会
長
よ
り
、
こ
の
事
業
を
各
協
議

会
で
協
議
し
、
自
分
た
ち
で
ど
う
利
用
す
る

べ
き
か
を
考
え
て
上
手
く
活
用
し
て
頂
き
た

い
と
締
め
ま
し
た
。

枝
幸
町
農
業
法
人
会
で
は
、
第
８
回
の
通
常
総

会
を
宗
谷
南
農
協
本
所
会
議
室
に
て
開
催
し
ま
し

た
。令

和
７
年
度
の
事
業
報
告
や
令
和
８
年
度
事
業

計
画
な
ど
４
議
案
を
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

事
業
計
画
で
は
昨
年
初
の
取
組
み
で
「
乳
量
前

年
比
１
０
５
％
」
を
目
標
に
取
組
み
、
最
高
前
年

比
は
１
０
９
．
２
％
の
フ
ァ
ー
ム
和
楽
牧
場
が
見

事
１
位
と
な
り
金
一
封
を
獲
得
し
ま
し
た
。
（
１

位
～
３
位
ま
で
金
一
封
）

法
人
会
で
は
８
年
度
も
こ
の
取
組
み
を
実
施
す

る
こ
と
で
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
外
国
人
労
働
者
を
雇
う
法
人
が
増
え
て
い

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
８
年
度
は
外
国
人
同
士
の
親

睦
を
深
め
る
目
的
で
交
流
会
の
企
画
が
提
案
さ
れ

繁
忙
期
前
に
実
施
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

役
員
改
選
も
行
わ
れ
全
員
留
任
と
な
り
会
長
に

ヨ
シ
ダ
フ
ァ
ー
ム
吉
田
明
彦
社
長
、
副
会
長
大
塚

牧
場
大
塚
一
三
取
締
役
、
事
務
局
に
玉
村
牧
場
玉

村
勇
司
代
表
が
選
任
さ
れ
た
。

最
後
に
会
長
よ
り
「
昨
今
の
酪
農
情
勢
は
乳
価

も
上
が
っ
て
来
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
状

況
で
す
。
法
人
会
全
体
の
乳
量
は
Ｊ
Ａ
の
25
％
を

占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
枝
幸
町
の
農
業
発
展
の
た

め
に
も
皆
で
頑
張
ろ
う
」
と
呼
び
か
け
閉
会
し
ま

し
た
。

農
業
地
域
協
議
会
会
長
会
議

枝
幸
町
広
域
協
定

運
営
委
員
会
会
議

枝
幸
町
農
業
法
人
会
通
常
総
会



【
決
議
事
項
】

⒈

衆
議
院
議
員
選
挙
（
道
１
２
区
）
候
補
者
に

対
す
る
推
薦
に
つ
い
て

⒉

組
織
機
構
の
改
革
に
つ
い
て

⒊

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
正
に
つ
い
て

⒋

特
別
調
査
委
員
会
等
設
置
要
領
の
制
定
に
つ
い
て

⒌

出
資
金
持
分
譲
渡
に
よ
る
脱
退
に
つ
い
て

⒍

道
常
例
検
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
改
善
状
況
に
つ
い
て

⒎

令
和
８
年
度
内
部
監
査
計
画
に
つ
い
て

⒏

令
和
８
年
度
営
農
計
画
設
定
契
約
に
つ
い
て

⒐

理
事
に
対
す
る
短
期
資
金
の
貸
付
条
件
に
係
る

包
括
事
前
承
認
に
つ
い
て

⒑

収
支
予
測
結
果
の
中
央
会
へ
の
報
告
に
つ
い
て

⒒

(

株)

ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
枝
幸
の
事
業
計
画

の
設
定
に
つ
い
て

【
監
査
関
連
報
告
事
項
】

⒈

内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

⒈

組
合
員
の
異
動
状
況
に
つ
い
て

⒉

令
和
７
年
度
営
農
取
引
精
算
実
績
に
つ
い
て

⒊

令
和
８
年
度
ク
ミ
カ
ン
取
引
に
対
す
る
保
証
に
つ
い
て

⒋

令
和
８
年
度
ク
ミ
カ
ン
取
引
に
対
す
る
理
事

の
保
証
に
つ
い
て

⒌

理
事
の
ク
ミ
カ
ン
供
給
限
度
額
の
変
更
報
告
に
つ
い
て

⒍

１
２
月
末
各
部
署
取
扱
高
及
び
実
績
報
告
に
つ
い
て

⒎

貸
付
実
行
報
告
に
つ
い
て

⒏

令
和
７
年
度
決
算
見
込
（
１
２
月
末
基
準
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

⒈

組
織
機
構
の
改
革
に
つ
い
て

⒉

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
本
規
程
の
改
正
に
つ
い
て

⒊

災
害
対
策
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
等
）
に
改
正
に
つ
い
て

⒋

令
和
８
年
度
利
率
・
料
率
・
料
金
の
設
定
に
つ
い
て

⒌

信
用
供
与
等
の
最
高
限
度
額
の
設
定
に
つ
い
て

⒍

貸
付
金
利
率
の
最
高
限
度
額
の
設
定
に
つ
い
て

⒎

令
和
８
年
度
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

⒏

令
和
７
年
度
剰
余
金
処
分
方
針
に
つ
い
て

⒐

余
裕
金
運
用
方
針
及
び
運
用
方
法
に
つ
い
て

⒑

資
金
の
貸
付
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

⒈

貸
付
金
金
利
の
改
定
に
つ
い
て

⒉

北
海
道
信
連
へ
の
出
資
増
口
に
つ
い
て

⒊

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
事
故
報
告
に
つ
い
て

⒋

１
月
末
各
部
署
取
扱
高
及
び
実
績
報
告
に
つ
い
て

⒌

貸
付
金
実
行
報
告
に
つ
い
て

⒍

令
和
７
年
度
決
算
見
込
み(

１
月
末
基
準)

に
つ
い
て

令
和
７
年
度
の
最
後
の

理
事
会
で
す

役
員
の
皆
様
、

大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

第１２回理事会 開催日：令和8年2月26日

第１１回理事会 開催日：令和8年1月27日

年度末退職者

※ 竹内 浩文（定年退職～再雇用）金融共済部長～微力ではございますが、組合員皆様のため再度お世話になります。

※ 可香谷 香（退職）金融推進係～大変お世話になりました。組合員皆様のご健勝をお祈り致します。



奥平管理部長退職あいさつ

29年間お疲れ様でした

平成9年3月に旧歌登町農協の酪農課人工授精師として採用して頂き、29年の長きに渡り大

変お世話になりました事に感謝申し上げます。

平成21年3月の合併により宗谷南農業協同組合では、歌登支所営農相談係長から始まり組合

員の法人の設立等にも携わり、平成30年4月に生産法人設立対策室で農協出資型法人の設立

（ファームＡＹＮＩ）を担当し、500頭規模の牛舎建設の完成まで沢山の貴重な経験をさせて

頂いた事は生涯忘れられない思い出になりました。その後令和3年に営農課長を歴任し、令和6

年3月に管理部長の命を受けましたが部長職を全う出来たかどうかわかりません。役職員の方々、

組合員の方々のご指導、ご鞭撻を賜りながら業務をさせて頂きましたが、この度一身上の都合

で退職することとなりました。本当に長い間大変お世話になりました。

この度び令和８年２月末日をもって退職いたしますが、酪農情勢や農協組織を取り巻く第1次

産業の環境は、世界情勢に伴い厳しさが続いておりますが、組合員、役職員が一丸となり、皆

さんが明るい未来に向かって乗り切っていける事を切に願うとともに、宗谷南農業協同組合の

更なるご発展と組合員の皆様方のご健勝とご繁栄を心からお祈り申し上げ退職の挨拶とさせて

頂きます。

えさし農あるくらし体験ツアー

枝
幸
町
農
業
推
進
連
絡
協
議
会
（
会
長
村
田

太
Ｊ
Ａ
宗
谷
南

営
農
部
長
）
は
宗
谷
南
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
組
合
の
共
催
の
も
と
3

月
23
日
～
25
日
の
２
泊
３
日
の
日
程
で
酪
農
振
興
セ
ン
タ
ー
・

担
い
手
セ
ン
タ
ー
ほ
か
町
内
牧
場
な
ど
で
「
え
さ
し
農
あ
る
く
ら

し
体
験
ツ
ア
ー
」
を
初
め
て
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
ツ
ア
ー
に
は

北
海
道
大
学
生
、
酪
農
学
園
大
学
生
の
総
勢
13
人
が
枝
幸
町
の

酪
農
を
学
ぼ
う
と
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

１
日
目
は
、
昼
か
ら
の
開
催
で
枝
幸
町
の
就
農
受
入
体
制
や
枝

幸
町
農
業
の
概
要
、
ヘ
ル
パ
ー
利
用
組
合
の
紹
介
、
Ｊ
Ａ
宗
谷
南

の
概
況
や
農
協
と
は
？
等
座
学
研
修
を
行
い
、
そ
の
後
町
公
共
育

成
牧
場
、
フ
ァ
ー
ム
Ａ
Ｙ
Ｎ
Ｉ
の
牧
場
視
察
を
終
え
、
夕
食
は
自

分
た
ち
で
料
理
を
行
い
ヘ
ル
パ
ー
職
員
達
と
の
交
流
を
兼
ね
た
懇

親
会
で
初
日
を
終
了
し
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
２
班
に
分
か
れ
て
数
種
類
の
チ
ー
ズ
作
り
と
シ
カ

の
狩
猟
体
験
を
行
い
シ
カ
捕
獲
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
の
日

の
夜
は
、
チ
ー
ズ
と
ジ
ビ
エ
料
理
を
囲
ん
で
推
進
協
関
係
者
達
と

の
交
流
会
を
行
い
向
井
地
組
合
長
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
人
生
は
長

い
、
沢
山
失
敗
し
て
多
く
を
学
ん
で
下
さ
い
。
」
と
エ
ー
ル
を
送

り
ま
し
た
。

３
日
目
は
、
令
和
４
年
に
就
農
し
た
「
髙
橋
真
彰
牧
場
」
へ
の

見
学
を
午
前
中
に
終
わ
ら
せ
、
ツ
ア
ー
の
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
の
学
生
は
「
枝
幸
町
は
初
め
て
だ
っ
た
が
、
酪
農
家
な
ら

で
は
の
暮
ら
し
ぶ
り
も
見
ら
れ
て
大
変
良
か
っ
た
」
と
話
さ
れ
、

村
田
会
長
は
「
就
農
ま
で
結
び
つ
く
の
は
大
変
だ
が
こ
の
様
な
企

画
か
ら
就
農
者
誘
致
促
進
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
等
に
結
び
付
け
ら

れ
れ
ば
と
思
っ
て
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。



労
働
力
確
保
に
向
け
た
説
明
会
の
実
施

昨
今
の
人
材
不
足
、
労
働
力
不
足
は
非
常
に
深
刻
な
情
勢
の

中
、
酪
農
業
界
に
お
い
て
も
従
業
員
の
確
保
が
厳
し
い
状
況
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
1
月
26
日
本
所
会
議
室
に
お
い
て

労
働
力
確
保
に
向
け
た
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
令
和
６
年
10
月
に
続
い
て
の
２
度
目
の
開
催

で
４
個
人
、
６
法
人
が
説
明
会
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

説
明
会
は
、
前
回
と
同
じ
く
「
札
幌
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト

（
株
）
」
よ
り
土
居
社
長
と
今
回
は
橋
本
本
部
長
に
来
て

い
た
だ
き
、
外
国
人
人
材
派
遣
、
人
材
紹
介
に
つ
い
て
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
等
、
解
り
や
す
く
説
明
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
こ
の
会
社
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
３
校
の
学
校

を
設
立
さ
れ
て
お
り
、
酪
農
に
特
化
し
た
学
校
で
来
日
し

て
も
直
ぐ
に
実
践
で
き
る
体
制
が
整
っ
て
い
ま
す
。
日
本

語
に
つ
い
て
は
能
力
検
定
資
試
験
の
Ｎ
４
（
下
か
ら
２
番

目
）
を
持
っ
て
い
ま
す
。

現
在
検
討
さ
れ
て
い
る
方
は
、
農
地
・
育
成
就
労
・
就

農
対
策
支
援
室
松
本
ま
で
連
絡
下
さ
い
。

4
月
14
日
～
16
日
の
３
日
間
、
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す

旭
川
厚
生
病
院
に
よ
る
巡
回
ド
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
受
診
者
は
、
組
合
員
・
職
員
合
わ
せ
て
２
２
４
名
が
受

診
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
受
診
者
数
と
な
り
、
健
康
管
理
に
対
す
る
認

識
が
増
え
て
い
ま
す
。

検
診
結
果
は
、
未
だ
送
ら
れ
て
き
て
な
い
と
思
い
ま
す
が
、

「
要
精
密
検
査
」
と
な
っ
て
い
る
方
は
、
一
刻
で
も
早
い
受
診

を
お
勧
め
し
ま
す
。

病
気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
は
非
常
に
重
要
で
す
。
精
密

検
査
は
元
よ
り
、
調
子
が
思
わ
し
く
な
い
と
感
じ
て
い
る
方
は
、

管
理
部
ま
で
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
早
急
に
対
応
致
し
ま
す
。

家
族
全
員
の
健
康
が
営
農
継
続
に
繋
が
り
ま
す
の
で
、
是
非

と
も
明
る
い
健
康
な
経
営
体
と
し
て
ま
た
、
こ
れ
か
ら
迎
え
る

繁
忙
期
も
農
作
業
事
故
に
も
十
分
留
意
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
っ
て

ま
す
。

巡
回
ド
ッ
ク
検
診
の
実
施

早
期
発
見
・
早
期
治
療



2
月
18
日
本
所
会
議
室
に
お
い
て
令
和
７
年
度
の
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
年
に

１
回
以
上
が
職
員
全
員
に
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
３
班
に

分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
今
の
世
の
中
は
、
○
○
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
に
常
に
敏

感
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
は
そ
の
様
な
気
持
ち
が
無
く

て
も
相
手
が
ど
う
捉
え
る
か
で
決
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

う
な
ら
な
い
よ
う
に
お
互
い
に
気
を
付
け
て
の
発
言
、
行

動
が
重
要
で
す
。

今
回
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
の
研
修
で
す
が
、

真
剣
な
表
情
で
受
講
し
て
い
ま
し
た
。

内
容
は
、
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て
」
「
個
人

情
報
保
護
に
つ
い
て
」
「
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
取
引
規
制
に
つ

い
て
」
「
マ
ネ
ロ
ン
・
テ
ロ
資
金
供
与
対
策
に
つ
い
て
」

「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
７
年
度

の
研
修
を
終
え
ま
し
た
。

1
月
29
日
Ｊ
Ａ
宗
谷
南
振
興
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
『
宗
谷
地
区
農
協
み
ら
い

塾
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
の
目
的
は
、
先
輩
職
員
体
験
談
や
組
合
員
が

Ｊ
Ａ
職
員
に
期
待
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
講
演
聴
講
を
通
し
て
、
管
内
若
手
職

員
が
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
や
組
合
員
と
の
つ
な
が
り
を
考

え
る
機
会
と
し
、
研
修
か
ら
学
ん
だ
内
容
を
日
常
業
務
に
活
か
す
こ
と
で
対
応

ス
キ
ル
の
向
上
、
働
き
甲
斐
の
創
出
を
目
指
す
。
ま
た
、
若
手
職
員
が
日
常
的

に
関
わ
る
機
会
の
少
な
い
同
世
代
職
員
と
の
交
流
の
場
を
提
供
し
、
研
修
終
了

後
も
Ｊ
Ａ
職
員
と
し
て
の
悩
み
や
課
題
を
共
有
し
合
え
る
多
様
な
人
脈
づ
く
り

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て
と
り
く
み
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
Ｊ
Ａ
北
宗
谷
か
ら
８
名
、
当
組
合
か
ら
３
名
、
講
師
に
宗
谷
地

区
青
年
部
連
絡
協
議
会
池
田
参
与
、
当
組
合
の
武
田
畜
産
課
長
補
佐
が
務
め
ま

し
た
。

武
田
講
師
は
、
就
職
し
て
か
ら
現
在
40
代
と
な
り
「
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
」
の
大

切
さ
を
説
い
て
い
ま
し
た
。
研
修
の
最
後
は
、
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

「
新
人
が
定
着
し
や
す
い
職
場
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
そ
れ
ぞ
れ
意
見
が
出
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

夜
は
、
当
町
の
ニ
ュ
ー
幸
林
に
て
、
昼
間
と
違
っ
た
盛
り
上
が
り
を
み
せ
て

い
ま
し
た
。

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
研
修
の
実
施

宗
谷
地
区
農
協

み
ら
い
塾
の
開
催



これから牧草収穫の繁忙期を迎えます

くれぐれも下記の注意事項を再確認し

事故が無いように・・・・
※令和９年１月１日以降に製造された座席を有するトラクター

はシートベルト着用が義務化されます。





青年部・女性

部

和やかな


